
（1）　第97号

 

熊
本
県

教
育
会
館
ニ
ュ
ー
ス

 

熊
本
県

教
育
会
館
ニ
ュ
ー
ス

 

熊
本
県

教
育
会
館
ニ
ュ
ー
ス

 

熊
本
県

教
育
会
館
ニ
ュ
ー
ス

村枝  哲弥
TEL 096-372-3800

熊本市中央区九品寺1丁目11-4
熊本県教育会館事務局
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新
理
事
長
あ
い
さ
つ

　
今
年
度
か
ら
理
事
長
を
務
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
村
枝

哲
弥
で
す
。
皆
様
方
に
は
日
頃

よ
り
一
般
財
団
法
人
熊
本
県
教

育
会
館
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
当
会
館
は
、
熊
本
県
の
教
育
振
興
及
び
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
昭
和
41
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
25
周

年
を
記
念
し
、
平
成
２
年
か
ら
始
め
た
教
育
文
化
事
業
「
図

書
寄
贈
」
は
、
本
年
度
も
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
30
校
に
実

施
で
き
ま
し
た
。
寄
贈
し
た
学
校
か
ら
は
多
く
の
感
謝
の
言

葉
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
教
育
に
貢
献

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
５
月
９
日
か
ら
６
月
３
日
ま
で
に
行
っ
た
福
利
厚

生
事
業
「
会
館
共
済
第
38
次
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
は
、
お
忙
し

い
中
に
も
対
応
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
無
事
終
了
で
き
ま
し
た
こ
と
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
教
育
会
館
と
し
て
教
職
員
の
福
利
厚
生
事
業
や
教

育
文
化
事
業
を
行
い
、
教
育
関
係
者
そ
し
て
県
民
に
開
か
れ

た
会
館
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 理

事
長
　
村
枝 

哲
弥

令和４（2022）年７月12日

令
和
４
年
度
の
教
育
会
館
事
業
の
展
開
を
図
り
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
継
続
し
、

　

一
昨
年
度
か
ら
、
教
育
会
館
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
対
策
を
行
い
な
が
ら
各
事
業
の
展
開
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
今

年
度
も
対
策
を
継
続
し
な
が
ら
各
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

　

５
月
開
催
の
理
事
会
並
び
に
評
議
員
会
で
新
体
制
が
決
ま
り
ま
し

た
。
評
議
員
で
は
中
元
正
人
氏
、
杉
本
弘
美
氏
、
山
口
恵
二
郎
氏
、

田
川
勝
也
氏
が
退
任
さ
れ
、
中
川
浩
二
氏
、
松
田
裕
之
氏
、
溝
上
拓
郎
氏
、

名
島
弘
和
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
理
事
で
は
光
永
新
治
氏
が
退
任

さ
れ
、
松
田
道
雄
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
評
議
員
12
名
、

理
事
９
名
、
監
事
５
名
の
組
織
体
制
で
臨
ん
で
い
き
ま
す
。

【
左
表
参
照
】　

令
和
４
年
度
事
業
計
画
案（
抜
粋
）　

１　

会
館
の
財
政
・
管
理
運
営
に
つ
い
て

○
一
般
財
団
法
人
へ
の
移
行
趣
旨
を
基
に
、
定
款
に
則
っ
た
機
関
運
営

を
行
い
ま
す
。

○
教
育
会
館
の
安
全
管
理
の
た
め
、
関
係
機
関
と
連
絡
を
密
に
行
い
保

守
体
制
を
堅
持
し
ま
す
。

○
事
務
受
託
事
業
で
あ
る
金
融
機
関
等
の
収
納
等
の
業
務
に
つ
い
て
は
、

熊
本
県
教
職
員
厚
生
情
報
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
の
も
と
適
正
・
迅
速

に
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

２　

保
険
共
済
事
業

○
募
集
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
対
応
は
、
教
職
員
に
と
っ
て
「
親
し
み
や
す
く
、

身
近
な
」
も
の
と
な
る
よ
う
に
改
善
を
続
け
ま
す
。
ま
た
今
年
度
も

熊
本
城
復
興
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

○「
充
実
介
護
プ
ラ
ン
」
及
び
「
３
大
疾
病
保
障
」
加
入
促
進
を
重
点
と

し
て
取
り
組
み
ま
す
。

３　

教
育
文
化
事
業

○「
熊
本
か
る
た
会
」、「
日
本
将
棋
連
盟
熊
本
県
支
部
」の
活
動
に
協
賛
し
、

支
援
を
行
い
ま
す
。

○『
ア
ー
ト
の
ひ
ろ
ば
』
は
、
月
例
開
催
を
行
い
ま
す
。

○
教
育
相
談
事
業
は
、「
く
ま
も
と
親
と
子
と
教
職
員
の
教
育
相
談
室
」

へ
の
支
援
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

一般財団法人熊本県教育会館 
評議員・役員（理事・監事）体制（令和４年４月１日現在）

会館共済
38次キャンペーン

教育文化事業

評
議
員

上　　直樹 男 52 全体区分（熊本県教育庁）

中川　浩二 男 51 〃 （熊本市教育委員会）

中曾　哲也 男 64 〃 （熊本県小中学校長会）

小林　　博 男 67 〃 （熊本県公立高等学校長会）

増田　　博 男 62 地域区分（阿村小学校）

上杉謙一郎 男 55 〃 （熊本県教職員組合） 評議員会会長

上杉　　波 女 61 〃 （泗水中学校）

松田　裕之 女 51 〃 （竜南中学校）

溝上　拓郎 男 44 〃 （湧心館高校）

石原　哲也 男 54 〃 （熊本県高等学校教職員組合）評議員会副会長

名島　弘和 男 72 〃 （小中学校退職者）

小林　敏夫 男 71 〃 （県立学校退職者）

理
事

岩田　智子 女 60 全体区分（元理事長、県議会議員）

杉田　正幸 男 63 〃 （前理事長）　

赤塚　　敏 男 72 〃 （元副理事長）

𣜜原　康晴 男 61 地域区分（熊本県教職員組合） 専務理事

村枝　哲弥 男 59 〃 （熊本県教職員組合） 理事長

松村　　勉 男 62 〃 （清水小学校）

青木　　栄 男 60 〃 （熊本県高等学校教職員組合）副理事長　

松田　道雄 男 70 〃 （小中学校退職者）

園田　礼二 男 72 〃 （県立学校退職者）

監
事

吉永賢一郎 男 45 全体区分（公認会計士）

竹田　妙子 女 62 地域区分（熊本県教職員組合）

須藤　哲郎 男 56 〃 （中央中学校）

男 49 〃 （菊池高校）

嶋田　久義 男 69 〃 （県立学校退職者） 代表監事

氏　名 性別 年齢 区　分（所属　等） 備考

熊学生協業務移管
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2022年度図書寄贈校一覧 市町村立26校　県立４校（重点校）
5/2～6/2にかけて図書寄贈を行いました。

大野小学校 牛深高等学校

鏡わかあゆ高等支援学校 合志楓の森中学校

～育児休業者現場復帰支援～

カムバックセミナーカムバックセミナー

育児休業中の教職員が現場復帰する際に、少しでも不安を解消し
てスムーズに現場復帰できるように、県教育委員会、公立学校共
済組合にご協力いただいて開催します。

熊本県教育会館 TEL：096-372-3800 担当（緒方・福永）

８月24日（水）　13:00～16:00日時

水前寺共済会館グレーシア
（熊本市中央区水前寺1丁目33-18）

会場

セミナー ◎育児等に関する諸制度の活用等について（予定）
◎現場復帰に伴う諸手続き等について　　 （予定）
◎育児休業体験者のお話　　 　　　　　　（予定）
◎質問や情報交換

内容

「教育会館ホームページ」に６月22日（水）より
申込方法を掲載しています。

申込

ヨ ー ガ 教 室
　４月７日（木）に午前の部、４月21日（木）に午後の部の開講式
を行い令和４年度のヨーガ教室がスタートしました。本年で11
年目を迎えるこの教室は午前の部13名、午後の部18名の参加
を得て好評です。コロナウイルスへの対応（密を避ける・換気を
行う・体温測定・アルコール等での消毒）を十分に行い実施して
います。

案内

公立学校に勤務する教職員で育児休業を
取得中または予定の方50名

対象
＊託児もあります

アートのひろば 
２０２２
アートのひろば 
２０２２

令和５年度に図書を寄贈する県立４校（重点校）を募集します。
（１）事業の目的

（２）寄贈金額
１年間で、５万円とします

（３）寄贈校数
県立高等学校等で４校を募集します。

※詳しい応募方法は９月ごろ教育会館ホームページに掲載予定です

『読書教育』を教育活動の重点に位置づけておられる学校に
図書を寄贈し、読書教育の取り組みを支援します

「教育会館・読書教育重点校」募集

高橋幸二　作品展（１月）
【落日のマイン河畔】

杉本一臣　個展（３月）
【角力灘】

（１月～５月）

地区 寄贈校

荒尾玉名 腹赤小学校　腹栄中学校　木葉小学校　大野小学校

山鹿 鹿本中学校

菊池 合志楓の森中学校　菊池南中学校

阿蘇 阿蘇小学校

熊本
花園小学校　花陵中学校　黒髪小学校　池田小学校

田迎小学校　出水小学校　麻生田小学校

上益城 益城中央小学校

宇城 宇土東小学校

八代 八代小学校　文政小学校　八代第三中学校

人吉球磨 多良木小学校　人吉西小学校　（錦）西小学校

水俣芦北 水俣第二中学校

天草 登立小学校　今津小学校

県立学校
人吉高等学校　熊本はばたき高等支援学校

鏡わかあゆ高等支援学校　牛深高等学校

西
嶋
好
美　

個
展（
４
月
）

【
迷
い
猫
Ａ
】

【
迷
い
猫
Ｂ
】

福
田
眞　

米
寿
展（
５
月
）

【
静
か
な
対
象
形
】 2月はコロナウイルスの影響で中止
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伝統文化や芸術の振興
熊本県教育会館は、伝統文化や芸能の振興を図るため「熊本かるた会（百人一首）」「日本将棋連盟熊本県支部連合会」への支援を行っています。
また、落語の師匠や太神楽の師匠をお呼びして「教育会館寄席」を実施しています。

主　　催 （一財）熊本県教育会館　熊本かるた会　
期　　日 令和４年８月20日（土）
 ※10時00分開会（午後２時終了予定）
会　　場 熊本県教育会館５階ホール
競技方法 ①１チーム３人による団体戦
 ②トーナメント、または、リーグ戦による勝率で
 　順位決定を行います
参加資格 県内小中学生で競技かるた初心者
 （全国大会に参加経験のある方はご遠慮ください）
参加区分 中学校の部　小学校上級の部　小学校初級の部
表　　彰 優勝　準優勝　3位（2チーム）
参 加 料 無料
申　　込 令和４年７月１日～７月31日まで

第５回　熊本県教育会館杯
百人一首かるた交流大会（団体戦）

教 育 相 談

「くまもと親と子と教職員の教育相談室」

くまもと 
親と子と教職員の
教育相談室

毎週火・水・金曜日の
10時～15時に開設

096-372-1525

秘密は厳守ですので、お気軽に電話ください。

熊本かるた会

日本将棋連盟
熊本県支部連合会将棋

将棋大会日程
 6 月 19 日（日） 高校竜王　文部科学大臣杯
 9 月 19 日（祝） 赤旗名人戦熊本市予選大会
 10 月 9 日（日） 赤旗名人戦熊本県大会
 10 月 30 日（日） 朝日アマ熊本県大会
 11 月 20 日（日） 朝日アマ名人戦南部九州ブロック大会
 1 月 8 日（日） 小学生名人戦熊本県予選
 1 月 22 日（日） 支部名人戦・シニア名人戦熊本県予選
 2 月 5 日（日） 支部対抗戦
     熊本県予選
 3 月 21 日（祝） 久留米王位戦
     熊本県予選

会館寄席開催予定会館寄席開催予定
10月17日（月）　清和小学校・清和中学校（午前）

10月18日（火）　佐敷小学校（午前）

10月18日（火）　佐敷中学校（午後）

10月19日（水）　美咲野小学校（午後）

参加ご案内

※詳細は熊本かるた会ホームページに掲載

第21回全国小学生倉敷王将戦

５月９日（月）～６月3日（金）の期間、「会館共済38次キャンペーン」として学校訪問を行いました。昨今のコロナ禍にもかか
わらず、温かく迎えていただき、ありがとうございました。コロナ以降の２年間と比べ、少しずつ例年のご案内に戻りつつある中、
今回も多くの先生方に制度をご理解いただき、新たにご加入いただくことができました。
2019年に導入された「Ⅰ型充実介護プラン」、昨年2021年に新設された「Ⅰ型3大疾病保障」につきましては、今回のキャンペー
ンでも、とても多くの先生方やそのご家族にご加入いただくことができました。
いずれも、先生方からのたくさんのご要望を受けて、『会館共済』のラインナップに加わったものです。
1985年の誕生以来、たくさんの先生方の想いが『会館共済』を大きく育ててきました。
先生方がよりよいものを求めるたび、『会館共済』も成長していきます。
先生方の優しい気持ちから生まれた『会館共済』。
これからもその優しさで、先生方を包み込む制度でありたいと思っております。

その想いを胸に、『会館共済』は、これからも皆様とともに進化をつづけてまいります。その想いを胸に、『会館共済』は、これからも皆様とともに進化をつづけてまいります。
～充実の保障内容『会館共済』を生活保障の柱に～～充実の保障内容『会館共済』を生活保障の柱に～

会館共済38次キャンペーンを終えて会館共済38次キャンペーンを終えて

全国高等学校総合文化祭小倉百人一首かるた部門　熊本県代表選考会
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１ 
財
政
運
営

⑴
会
館
建
設
基
金
（
出
資

金
）
は
出
資
依
頼
を
中
止

し
て
い
ま
す
。
返
済
は
、

４
４
７
人
、
４
５
９
万
円

で
し
た
。
こ
の
結
果
、
現

在
の
残
額
は
５
，９
６
９

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

⑵
地
代
家
賃
は
、１
０
０
％

納
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、１
月
か
ら
は 

一
般
社

団
法
人
学
校
厚
生
会
様
が

２
階
に
入
居
さ
れ
ま
し
た
。

⑶
会
議
室
利
用
は
、
約
２

８
０
万
円
増
の
１
，１
６

０
万
円
で
し
た
。

⑷
保
険
共
済
事
業
の
集
金

手
数
料
収
入
は
前
年
よ
り

微
減
の
約
２
，４
７
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
事
務

受
託
事
業
の
収
納
業
務
手

数
料
収
入
は
前
年
と
ほ
ぼ

同
額
の
約
１
３
４
万
円
で

す
。

⑸
上
水
ポ
ン
プ
の
取
替
工

事
に
１
１
０
万
円
、
１
階

〜
５
階
の
給
湯
器
取
替
工

事
に
１
１
０
万
円
を
建
物

修
繕
引
当
金
か
ら
取
り
崩

し
ま
し
た
。

⑹
公
益
目
的
事
業
の
図
書

寄
贈
は
、
会
館
共
済
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
と
連
動
さ
せ
て

実
施
し
ま
し
た
。

２ 

管
理
業
務

⑴
夜
間
や
休
日
の
管
理
は

業
務
委
託
契
約
を
結
び
、

会
館
を
常
時
使
用
で
き
る

よ
う
に
、
ま
た
深
夜
時
間

帯
は
機
械
警
備
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

⑵
安
全
管
理
及
び
設
備
・

備
品
の
保
守
は
、
専
門
業

者
と
契
約
を
結
び
行
っ
て

い
ま
す
。

⑶
１
階
ト
イ
レ
下
ピ
ッ
ト

は
毎
月
の
点
検
で
、
立
体

駐
車
場
は
日
成
ビ
ル
ド
工

業（
株
）の
年
１
回
の
通
常

点
検（
無
料
）を
継
続
し
、

保
全
対
応
し
て
い
ま
す
。

⑷
火
災
の
未
然
防
止
と
万

一
の
災
害
に
備
え
る
た
め

の
防
火
対
策
委
員
会
を
４

月
と
11
月
に
開
催
し
、
６

月
24
日
と
11
月
22
日
に
入

居
団
体
で
避
難
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
消
防
設
備
点

検
は
９
月
と
３
月
に
実
施

し
ま
し
た
。

⑸
個
人
情
報
保
護
基
本
規

程
に
基
づ
き
適
正
な
個
人

情
報
の
取
扱
い
に
努
め
て

い
ま
す
。

⑹
教
育
会
館
ニ
ュ
ー
ス
を

７
月
と
１
月
に
発
行
す
る

と
と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
活
用
を
図
り
、
会
館
事

業
の
広
報
や
案
内
、
情
報

の
開
示
と
発
信
に
努
め
ま

し
た
。

３
保
険
・
共
済
事
業

⑴
会
館
共
済
は
、
37
次

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
５
月
10

日
〜
６
月
４
日
に
実
施
し

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策

を
十
分
に
行
い
、
訪
問
す

る
学
校
の
意
向
に
沿
っ
て

実
施
し
ま
し
た
。

　
９
月
１
日
時
点
で
の
生

活
保
障
の
本
人
新
規
加
入

者
は
２
１
９
人
で
加
入
者

総
数
は
８
，７
３
７
人
と

な
り
ま
し
た
。
介
護
保
障

の
新
規
加
入
者
は
１
８
人

で
、２
，８
９
９
人
と
な
り

ま
し
た
。
医
療
プ
ラ
ン
の

新
規
加
入
者
は
１
３
１
人

で
、３
，９
５
７
人
と
な
り

ま
し
た
。
充
実
介
護
プ
ラ

ン
は
４
８
９
人
の
加
入
が

あ
り
９
４
７
人
と
な
り
ま

し
た
。
37
次
よ
り
新
制
度

と
し
て
導
入
し
た
３
大
疾

病
プ
ラ
ン
は
１
６
４
人
の

加
入
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
熊
本
城
復
興
支
援
の

た
め
に
、１
８
５
，９
６
０

円（
20
円×
会
館
共
済
総

加
入
者
数
）を
寄
附
し
ま

し
た
。
過
去
５
年
間
の
死

亡
・
高
度
障
害
、
介
護
、

入
院
給
付
金
の
状
況
、
ま

た
会
館
独
自
の
特
別
給

付
金
の
給
付
状
況
の
対

前
年
比
較
は
下
表
の
通

り
で
す
。

⑵
会
館
共
済
Ⅱ
型『
年
金
』

の
新
規
加
入
は
８
人
で
、

総
数
は
５
２
１
人
と
な
り

ま
し
た
。

⑶『
傷
害
プ
ラ
ン
』の
新
規

加
入
は
１
人
で
、総
数
は

１
０
５
人
と
な
り
ま
し
た
。

⑷
会
館
共
済
特
別
給
付
金

の
申
請
に
対
し
て
は
、
給

付
の
適
正
・
迅
速
化
を
図

る
た
め
に
、
給
付
審
査
委

員
会
を
毎
月
２
回
開
催
し
、

半
月
毎
に
審
査
・
給
付
の

体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

⑸
共
済
事
業
の
制
度
や
運

営
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
制
度
検
討
委
員
会
で

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

４ 

教
育
文
化
事
業

⑴ 

図
書
寄
贈
は
、
37
次

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
連
動
し

て
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
32
年
間
の
県
内
の
寄

贈
は
の
べ
７
９
５
校
、
そ

の
額
は
３
，８
７
９
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

⑵
会
館
『
ヨ
ー
ガ
教
室
』

は
10
年
目
を
迎
え
好
評
で

す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

応
で
、
以
前
よ
り
広
い
部

屋
で
実
施
し
ま
し
た
。『
カ

ム
バ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
』
は

12
月
８
日
に
水
前
寺
共
済

会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

熊
本
県
教
育
庁
教
育
総
務

局
学
校
人
事
課
及
び
公
立

学
校
共
済
組
合
熊
本
支
部

か
ら
の
講
演
、
育
児
休
業

体
験
者
の
お
話
な
ど
、
有

意
義
な
時
間
を
共
有
し
ま

し
た
。

⑶
熊
本
か
る
た
会
及
び
日

本
将
棋
連
盟
熊
本
県
支
部

へ
の
支
援
を
続
け
ま
し
た
。

『
教
育
会
館
寄
席
』は
、５

つ
の
学
校
と
地
域
を
対
象

に
行
い
、
と
て
も
好
評
で

し
た
。

⑷『
ア
ー
ト
の
ひ
ろ
ば
』は
、

４
月「
二
人
展
」、５
月「
宮

中
千
秋
木
版
画
展
」、
８

月
「
浜
田
知
明
パ
ネ
ル
展

（
特
別
企
画
）」
10
月
「
熊

本
市
退
協
文
化
発
表
会
」、

11
月
「
桝
田
明
子
展
」、

12
月「
蔵
野
由
紀
子
個
展
」、

１
月「
高
橋
幸
二
作
品
展
」、

３
月
「
杉
本
一
臣
個
展
」

を
実
施
し
ま
し
た
。（
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
り
２
月
は
実
施
せ

ず
。）

⑸
教
育
相
談
事
業
と
し
て

『
く
ま
も
と
親
と
子
と
教

職
員
の
教
育
相
談
室
』
へ

の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
事
業
報
告
（
概
要
）

　熊本県小中学校生活協同組合が2022年９月30日をもって解散されます。
　それに伴い、個人保険の団体取扱い業務を、2022年10月より熊学生協から熊本県
教育会館へ移管します。（2017年に会館から移管したものを戻すことになります。）
　移管にあたりましては、ご利用の先生方には手続きをして頂くことなく、そのまま継続
ができます。また今回の業務移管に関し、個人情報は給与控除･口座振替などのセンター
業務及び個人保険団体取扱い業務のみに利用し、それ以外には利用いたしません。
　円滑に業務の引継ぎを行ってまいりますので、ご利用の先生方には何卒ご理解賜りま
すようお願い申し上げます。
※ご不明な点などありましたら、熊本県教育会館 担当（今村）までお問合せください。

熊本県小中学校生活協同組合の事業の業務移管について

平成・令和
キャン
ペーン
年次

死亡・高度障害 給付 介護　給付 入院　給付

件数
（件） 給付額（円） 件数

（件） 給付額（円）
件数
（件） 給付額（円）

28年度 32次 6 92,000,000 0 0 154 10,293,000
29年度 33次 11 140,000,000 0 0 163 13,936,000
30年度 34次 11 150,000,000 0 0 147 9,679,000
31･元年度 35次 16 201,000,000 0 0 152 8,648,000
令和2年度 36次 8 113,000,000 0 0 162 13,946,000

※過去最高額　23年度（27次）：死亡・高度障害206,000,000円、入院17,297,000円

■ 死亡・高度障害、介護、入院給付金 平成２８～令和２共済年度の推移

内　　　容 給付件数 前年同期
1 誕生祝金 102件 82件
2 休職見舞金 8件 4件

3 入院見舞金
5日以上 233件 226件
30日以上 276件 20件
60日以上 14件 21件

4 医療プラン・初期入院（1日～ 4日） 175件 200件
5 退職祝金 160件 193件
6 満期祝品 56件 40件

給付　総件数 775件 786件
給付　総額 11,706,000円 11,518,000円

■ 特別給付金の給付状況 令和３年４月１日～令和４年３月31日
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